


1■  「   ■■  

一
■
 
 

ン
タ
ー
で
の
美
山
町
合
併
2
0
周
年
祝
賀
式
 
 

に
は
町
内
外
か
ら
2
4
0
人
が
参
列
、
町
 
 

政
に
貢
献
し
た
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
上
味
見
地
区
、
下
宇
坂
地
区
に
次
 
 

い
で
相
生
地
区
で
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
 
 

成
し
、
農
作
業
の
省
力
化
が
実
現
し
ま
し
た
。
 
 
 

美
山
町
合
併
2
0
周
年
 
 

祝
賀
式
を
盛
大
に
開
催
 
 
瑠
 
 

ぢ・ 

〓． 

－・ 

4, 、、－－ ㍗h  

■
砂
3
0
年
に
合
併
し
、
美
山
村
が
誕
 
 

生
し
て
2
0
年
。
2
月
1
1
日
開
発
セ
 
 

‾ら  

ぎ  
l  」  

J夕方   
て昭和5け牢）  

1
月
。
成
人
式
 
新
成
人
1
2
9
人
 
 

2
月
島
貫
1
3
回
健
康
優
良
児
表
彰
式
 
 

●
合
併
2
0
周
年
祝
賀
式
開
催
 
 
 

4
月
●
今
村
重
治
氏
、
福
井
市
・
足
羽
郡
選
挙
区
よ
り
 
 

県
議
会
議
員
に
初
当
選
 
 
 

8
月
●
明
る
い
選
挙
話
し
合
い
学
習
講
座
開
催
 
 

⑳
羽
生
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 
 

1
0
月
○
周
勢
調
査
実
施
 
 

．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
第
1
回
美
山
大
会
開
催
 
 

㊤
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
 
 

⑳
第
1
回
町
民
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 
 

開
催
 
 

1
2
月
⑳
下
味
見
住
民
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 

◎
国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
椙
谷
簡
易
 
 

水
道
が
完
成
 
 

［
日
本
の
動
き
u
 
 

●
エ
ベ
レ
ス
ト
日
本
女
子
登
山
隊
、
世
 
 
 

界
初
の
登
頂
に
成
功
 
 

●
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
来
日
 
 

●
日
米
国
交
史
上
初
の
天
皇
訪
米
 
 

●
国
鉄
の
蒸
気
機
関
車
（
S
ト
）
が
ひ
 
 
 

く
最
後
の
旅
客
列
車
が
室
蘭
本
線
 
 
 

の
室
蘭
－
岩
見
沢
間
を
走
っ
た
 
 

●
石
油
備
蓄
法
公
布
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
べ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
 
 

●
初
め
て
の
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
 
 

ト
）
が
フ
ラ
ン
ス
エ
フ
ン
ブ
イ
工
で
開
 
 

催
 
 

●
ス
エ
ズ
運
河
8
年
ぶ
り
に
再
開
 
 

●
台
湾
の
蒋
介
石
総
統
が
死
去
 
 

流行歌・ヲ仙ド  

♪港のヨーコ・ヨコハマ・ヨコスカ  

（ダウン・タウン・ブギウギ・バンド）  

♪シクラメンのかほり（布施明）  

★オヨヨ  

★あんたあの娘のなんなのさ   
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
 
 

第
1
回
美
山
大
会
を
開
催
 
 

美
山
の
山
野
を
舞
台
に
、
第
1
回
オ
 
 

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
。
 
 

町
内
外
か
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
、
 
 

体
力
づ
く
り
と
冒
険
を
楽
し
ん
だ
。
 
 

児
童
・
生
徒
の
音
楽
学
習
の
発
表
の
機
 
 

会
を
と
小
、
中
学
校
の
連
合
音
楽
会
が
毎
 
 

年
開
か
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
達
の
取
り
組
 
 

み
が
す
ば
ら
し
く
、
レ
ベ
ル
の
高
い
音
楽
会
 
 

で
あ
る
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
は
じ
 
 

め
は
学
習
発
表
会
と
言
う
名
称
で
あ
っ
た
。
 
 

レ
ベ
ル
の
高
い
 
 

小
申
達
合
音
楽
会
 
 

下
味
見
住
民
セ
ン
タ
1
が
 
 

落
成
 
 
 

過
疎
対
策
事
業
の
1
つ
と
し
て
、
 
 

町
内
初
の
住
民
セ
ン
タ
ー
「
下
味
 
 

見
住
民
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
。
施
 
 

設
の
内
部
は
、
会
議
室
や
和
室
、
 
 

実
習
室
、
図
書
室
な
ど
が
あ
り
、
 
 

町
の
下
味
見
支
所
や
診
療
所
、
幼
 
 

稚
園
や
保
育
所
も
併
設
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 

［
安
ら
ぎ
］
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 

明
る
い
選
挙
 
 

話
し
合
い
学
習
講
座
 
 

開
催
 
 

町
選
挙
管
理
委
員
会
な
 
 

ど
の
主
催
で
、
8
月
‖
日
に
 
 

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
 
 

明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
 
 

の
学
習
講
座
で
一
般
町
民
 
 

ら
6
0
人
が
参
加
し
て
意
見
 
 

を
交
換
し
た
。
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を
超
え
ま
し
た
。
 
 
 

1
0
月
の
町
長
選
で
は
、
上
都
珊
左
工
門
 
 

氏
が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
■
。
 
 

一
．
般
会
計
の
予
算
総
額
が
初
め
て
1
0
億
円
 
 

は
 
 
 

茸
月
1
日
の
両
日
、
約
6
0
0
人
の
 
 

番
地
か
ら
の
参
加
者
が
、
町
内
各
会
 
 

ど
8
種
目
に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
 
 

、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
 
 

菅
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
初
日
は
、
 
 

亨
時
か
ら
美
山
中
学
校
で
開
会
式
と
 
 

許
を
行
い
、
2
日
目
は
自
然
観
察
ハ
 
 

ン
グ
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
 
 
 

2
6
回
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
 
 

が
美
山
町
で
開
催
さ
れ
、
7
月
3
1
 
 

大県  は
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
 
 

に
予
算
の
配
分
を
行
っ
た
結
果
、
 
 
 

会
開
催
 
 

1．．・  
ク  

リ  

こ已  

1  

シ  

ョ  

ン  

ら  

ぎ  
≡L＿＿」  

ノタ乃  
（昭和51年）  

1
月
乳
成
人
式
 
新
成
人
9
7
人
 
 

㊤
東
河
原
青
年
団
の
手
で
左
義
長
ま
つ
り
復
活
 
 

2
月
⑳
第
1
5
国
債
康
優
良
児
表
彰
式
 
 

3
月
⑳
■
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
 
 

4
月
野
人
権
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、
美
山
町
人
権
 
 
 

一
擁
護
推
進
協
力
会
発
足
 
 

攣
美
山
町
レ
ク
リ
エ
ー
ン
ヨ
ン
協
会
発
足
 
 

5
月
撃
福
井
地
区
消
防
本
部
、
王
催
で
美
山
町
消
防
 
 

総
合
演
習
を
実
施
 
 

6
月
◎
親
子
レ
ク
リ
工
－
シ
ョ
ン
大
会
開
催
 
 

7
月
⑳
赤
谷
キ
ャ
ン
プ
場
 
キ
ャ
ン
プ
開
き
 
 

⑳
第
2
6
回
福
井
県
レ
ク
リ
工
－
シ
ョ
ン
美
山
大
会
 
 

開
催
 
 

9
月
ヱ
戸
見
住
民
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 

1
0
月
◎
町
長
選
挙
 
上
部
踊
左
工
門
氏
再
選
 
 

㊨
子
ど
も
会
指
導
者
連
絡
協
議
会
結
成
 
 

◎
美
山
町
簡
易
水
道
協
会
発
足
 
 

㊥
自
衛
消
防
操
法
大
会
開
催
 
男
女
と
も
美
 
 

山
荘
が
1
位
 
 

1
1
月
ヱ
弟
1
回
美
山
町
文
化
祭
開
催
 
 

1
2
月
⑳
上
宇
坂
小
学
校
校
舎
新
築
完
成
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
衆
議
院
予
算
委
員
会
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
 
 
 

事
件
で
証
人
喚
問
 
 

●
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
 
 

本
女
子
バ
レ
ー
金
メ
ダ
ル
獲
得
 
 

●
鹿
児
島
市
で
、
五
つ
子
誕
生
 
 

●
植
村
直
己
さ
ん
北
極
圏
一
人
旅
 
 

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ブ
ー
ム
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
中
国
で
天
安
門
事
件
 
 

●
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
 
女
子
体
操
 
 

で
ル
ー
マ
ニ
ア
の
コ
マ
ネ
チ
が
1
0
点
満
 
 

点
の
連
続
 
 

●
毛
沢
東
主
席
死
去
 
 

■   
流行歌Qワm・ド   

♪およげ庇いやきくん（子門真人）   

♪ペッパー警部（ピンク・レディー）   

♪失恋レストラン（清水健太郎）   

★記憶にございません   

★どっちがトクかよ－く考えてみよう  
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赤
谷
キ
ャ
ン
プ
場
で
 
 

キ
ャ
ン
プ
場
開
き
 
 

7
月
1
7
日
の
キ
ャ
ン
プ
 
 

場
開
き
以
来
、
赤
谷
キ
ャ
 
 

ン
プ
場
に
は
町
内
外
か
ら
 
 

の
申
込
み
が
殺
到
し
連
日
 
 

賑
わ
っ
た
。
例
年
に
な
い
天
 
 

候
不
順
に
も
か
か
わ
ら
ず
 
 

こ
の
シ
ー
ズ
ン
に
赤
谷
キ
ャ
 
 

ン
プ
場
を
訪
れ
た
人
は
約
 
 

8
0
0
人
を
数
え
た
。
 
 

を復活させた。お年寄りの指導を受けながら約  

20年ぶりに完成した左義長が、雪化粧した美山  

の山々を背景に力強く炎をあげた。  

［
安
ら
ぎ
］
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

葉
山
猟
友
会
森
林
保
護
の
た
め
 
 

兎
狩
り
を
実
施
 
 

美
山
猟
友
会
で
は
、
兎
に
よ
る
森
林
 
 

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
2
回
に
わ
た
 
 

っ
て
兎
狩
り
を
行
っ
た
。
 
 

手
づ
く
り
敬
老
会
 
 
 

例
年
各
地
区
で
趣
 
 

向
を
凝
ら
し
て
行
わ
 
 

れ
る
敬
老
会
。
写
真
 
 

は
下
味
見
地
区
の
敬
 
 

老
会
で
、
婦
人
会
や
 
 

青
年
団
が
こ
の
日
の
 
 

た
め
に
毎
晩
練
習
し
 
 

た
踊
り
や
、
小
学
生
 
 

と
幼
稚
園
児
の
歌
で
 
 

地
区
を
挙
げ
て
お
と
 
 

し
よ
り
を
楽
し
ま
せ
た
。
 
 

建
物
の
老
朽
化
が
著
し
 
 

く
、
危
険
校
舎
に
指
定
さ
 
 

れ
て
い
た
上
宇
坂
小
学
校
 
 

の
新
校
舎
が
完
成
し
た
。
 
 

新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
 
 

ー
ト
造
り
で
、
暖
房
、
採
光
、
 
 

防
災
の
面
で
細
か
い
配
慮
 
 

が
さ
れ
て
い
る
。
 
 

上
宇
坂
小
学
校
の
校
舎
 
 

新
築
完
成
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1
月
⑳
成
人
式
 
新
成
人
9
9
人
 
 

2
月
空
町
議
会
議
員
選
挙
 
 

竺
羽
生
子
ど
も
会
が
第
2
1
回
中
日
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
 
 

奨
励
賞
受
賞
 
 

6
月
⑳
役
場
職
員
に
よ
る
町
有
林
の
杉
起
こ
し
実
施
 
 

7
月
⑳
親
子
レ
ク
リ
工
1
ン
ヨ
ン
大
会
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
 
 

リ
ン
グ
大
会
、
歩
こ
う
会
開
催
 
 

⑳
「
広
報
み
や
ま
」
第
1
0
0
号
発
行
 
 

8
月
⑳
下
味
見
局
・
芦
見
局
電
話
自
動
化
に
よ
り
町
 
 

内
全
域
自
動
化
 
 

◎
第
1
回
美
山
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
早
朝
リ
ー
グ
戦
 
 

始
ま
る
 
 

⑳
美
山
中
学
校
相
撲
部
が
全
国
大
会
で
決
勝
ト
ー
 
 

ナ
メ
ン
ト
ヘ
 
 

9
月
⑳
皇
室
献
上
粟
の
抜
穂
式
・
宇
野
秀
松
氏
（
川
上
）
 
 

1
0
月
⑳
美
山
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
北
陸
吹
奏
楽
コ
ン
 
 

ク
ー
ル
で
金
賞
受
賞
 
 

⑳
第
2
回
県
子
ど
も
ま
つ
り
嶺
北
大
会
開
催
 
 

㊥
芦
見
地
区
で
消
防
総
合
演
習
を
実
施
 
 

1
2
月
⑳
第
‖
回
福
井
県
青
少
年
の
つ
ど
い
美
山
大
会
 
 

を
開
催
 
 

⑳
風
し
ん
予
防
接
種
、
本
年
か
ら
実
施
 
 

⑳
東
京
美
山
会
が
各
小
学
校
に
花
の
苗
木
を
贈
 
 

呈
 
 

n
日
本
の
動
き
］
 
 

●
巨
人
の
王
選
手
が
通
算
7
5
6
号
 
 
 

の
本
塁
打
世
界
記
轟
を
達
成
 
 

●
初
の
静
止
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
 
 
 

打
ち
上
げ
成
功
 
 

●
有
珠
山
噴
火
 
 

●
日
本
赤
軍
、
日
航
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
 
 

●
福
田
改
造
内
閣
発
足
 
 

●
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
ブ
ー
ム
に
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
民
主
党
の
カ
ー
タ
ー
氏
が
第
3
9
代
 
 

米
国
大
統
領
に
 
 

●
モ
ス
ク
ワ
の
「
赤
の
広
場
」
で
ロ
シ
ア
 
 

革
命
」
ハ
十
周
年
記
念
式
典
 
 

●
中
国
で
華
国
縫
体
制
確
立
 
 
 

流行歌。ヲ偶ド  

♪勝手にしやがれ（沢田研二）  

♪ウォンテッド（ピンク・レディ）  

★よっしゃ、よっしゃ  

★普通の女の子になりたい   
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町
職
員
が
杉
起
こ
し
 
 
 

河
内
区
に
あ
る
町
有
林
に
植
え
ら
 
 

れ
た
杉
も
3
年
目
。
杉
の
生
育
を
助
 
 

け
る
た
め
、
役
場
職
員
が
汗
を
流
し
 
 

て
杉
起
こ
し
に
精
を
出
し
た
。
 
 

老
人
ク
ラ
ブ
清
掃
奉
仕
 
 
 

上
宇
坂
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
 
 

美
山
駅
を
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
利
 
 

用
で
き
る
よ
う
、
恒
例
の
清
掃
奉
仕
 
 

に
汗
を
流
し
た
。
 
 

［
安
ら
ぎ
］
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

献
上
粟
の
抜
穂
式
 
 
 

昭
和
4
4
年
度
の
橋
杢
口
同
経
さ
ん
（
高
田
）
以
来
8
 
 

年
ぶ
り
に
美
山
町
か
ら
新
嘗
祭
に
皇
室
へ
献
上
さ
 
 

れ
る
粟
の
奉
耕
者
県
代
表
が
選
ば
れ
た
。
選
ば
れ
 
 

た
の
は
宇
野
秀
松
さ
ん
（
川
上
）
。
収
穫
さ
れ
た
精
 
 

粟
は
宇
野
さ
ん
が
宮
中
へ
持
参
し
献
上
し
た
。
 
 

東
京
美
由
全
都
ら
花
の
苗
 
 
 

東
京
在
住
の
美
山
町
出
身
者
で
結
成
さ
れ
て
い
 
 

る
東
京
美
山
会
か
ら
、
会
発
足
2
0
周
年
を
記
念
し
 
 

て
、
町
内
各
校
に
サ
ツ
キ
や
桜
の
苗
木
1
0
8
3
本
 
 

が
贈
ら
れ
、
早
速
、
児
童
生
徒
や
父
兄
の
手
で
植
樹
 
 

さ
れ
た
。
 
 



村
長
を
務
め
た
前
田
又
兵
衛
氏
に
名
誉
町
 
 

民
特
号
が
授
与
さ
れ
、
3
月
3
1
日
に
開
発
 
 

セ
ン
タ
ー
で
推
挙
式
を
行
い
ま
し
た
。
名
 
 

誉
町
民
表
彰
は
、
町
民
も
し
く
は
町
に
ゆ
 
 

か
り
の
深
い
人
で
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
、
 
 

学
術
な
ど
の
推
進
な
ど
に
寄
与
し
、
社
会
 
 

の
発
展
に
貢
献
し
た
方
を
対
象
と
し
て
い
 
 

ま
す
。
前
田
氏
は
そ
の
後
、
庁
舎
新
築
に
 
 

当
た
り
全
額
寄
贈
を
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
年
は
、
町
民
俗
資
料
館
が
美
山
中
 
 

学
校
横
に
完
成
。
ま
た
文
化
、
芸
能
、
芸
 
 

術
の
向
上
を
願
っ
て
町
文
化
協
会
が
9
月
 
 

に
発
足
す
る
な
ど
、
文
化
面
で
の
充
実
が
 
 

著
し
い
年
で
し
た
。
 
 

目
口
め
、
戦
後
の
混
乱
期
に
は
下
字
坂
 
 

田
建
設
工
業
株
式
会
社
社
長
を
務
 
 

美
山
町
文
化
協
会
発
足
 
 

町
民
侶
資
料
館
落
成
 
 

1
0
月
 
第
1
5
回
町
民
体
育
祭
 
美
山
中
と
合
同
で
 
 

実
施
の
体
育
祭
が
こ
の
年
か
ら
体
育
協
会
の
 
 
」
 

王
催
と
な
る
 
 

1
1
月
 
町
民
俗
資
料
館
一
般
公
開
を
開
始
 
 

1
2
月
 
美
山
中
学
校
寄
宿
舎
落
成
式
 
 

9 8 7 6  
月 月 月 月  

1
月
．
成
人
式
 
新
成
人
9
1
人
 
 

2
月
 
第
1
回
子
ど
も
会
卓
球
大
会
開
催
 
 

3
日
＝
●
 
 

●
 
 前

田
又
兵
衛
氏
 
名
誉
町
民
特
号
表
彰
 
 

町
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
を
条
例
制
定
 
 

町
文
化
財
保
護
委
員
会
設
立
 
 

美
山
中
相
撲
部
2
年
連
続
全
国
大
会
出
場
 
 

∫
味
見
住
民
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 

「
ふ
る
さ
と
芸
能
ま
つ
り
」
開
催
 
 

上
宇
墟
幼
稚
園
・
保
育
所
 
下
早
坂
幼
稚
園
・
 
 

保
育
所
落
成
式
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
冒
険
家
植
村
直
己
さ
ん
、
犬
ぞ
り
 
 
 

で
単
独
北
極
点
到
達
 
 

●
伊
豆
大
島
近
海
地
震
 
 

●
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
解
散
 
 

●
宮
城
沖
地
震
 
 

●
日
中
平
和
友
好
条
約
調
印
式
 
 

●
中
国
の
部
小
平
副
首
相
来
日
 
 

●
デ
ィ
ス
コ
ブ
ー
ム
 
 

●
成
田
空
港
開
港
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
呼
ば
れ
る
ベ
ト
 
 

ナ
ム
難
民
増
加
 
 

流行歌・ワード  

♪UFO（ピンクレディー）  

♪勝手にシンドバット（サザン・オールスターズ）  

★フィーバー  

★竹の子族  

★口裂け女   
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全
国
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
に
 
 

2
年
連
続
出
場
を
果
た
し
た
美
山
中
 
 

学
校
相
撲
部
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
 
 

で
進
出
し
、
小
柄
な
が
ら
も
技
と
気
力
 
 

葉
山
中
学
校
相
撲
部
が
 
 

2
年
連
続
全
国
大
会
出
場
 
 

で
善
戦
し
た
。
生
徒
た
ち
は
国
技
館
の
 
 

土
俵
に
上
り
、
相
撲
部
屋
（
二
所
ノ
関
部
 
 

屋
）
で
過
ご
せ
た
有
意
義
な
2
日
間
と
 
 

な
っ
た
。
 
 

［
安
ら
ぎ
］
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

下
芋
版
た
上
芋
版
の
保
育
所
 
 

及
び
幼
稚
園
が
新
築
落
成
 
 

下
宇
坂
と
上
宇
坂
の
保
育
所
及
び
 
 

幼
稚
園
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、
開
発
セ
 
 

ン
タ
ー
で
合
同
の
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
 
 

下早坂保育所  上宇坂幼稚園  

葉
山
町
文
化
祭
 
 
 

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
 
 

さ
れ
た
美
山
町
文
化
祭
に
 
 

は
た
く
さ
ん
の
町
民
が
訪
れ
、
 
 

「
ふ
る
さ
と
芸
能
発
表
会
」
 
 

や
青
年
団
の
催
し
、
初
め
 
 

て
の
お
茶
会
、
伊
藤
柏
翠
 
 

氏
の
講
演
、
作
品
展
、
い
ず
 
 

れ
も
盛
況
で
、
お
茶
会
で
 
 

は
用
意
し
た
お
茶
菓
子
が
 
 

売
り
切
れ
る
一
場
面
も
。
 
 

葉
山
酎
民
俗
資
料
館
の
 
 

】
般
公
開
は
じ
ま
る
 
 

民
具
や
農
耕
用
具
な
ど
町
民
か
ら
 
 

提
供
さ
れ
た
約
2
3
0
点
の
資
料
を
展
 
 

示
し
た
民
俗
資
料
館
が
開
館
し
た
。
 
 

美
山
中
学
校
の
寄
宿
舎
が
落
成
 
 
 

昭
和
3
7
年
統
合
中
学
校
開
校
時
に
 
 

建
設
さ
れ
た
木
造
の
寄
宿
舎
の
老
朽
 
 

化
に
伴
い
、
6
8
0
0
万
円
を
か
け
て
新
 
 

築
落
成
し
、
生
徒
た
ち
の
生
活
環
境
が
 
 

向
上
し
た
。
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一
山
卑
 
莱
紀
叩
 
 

れ
び
か
け
ま
し
た
。
 
 

崖
下
字
坂
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
健
児
の
 
 

像
h
・
が
完
成
し
た
の
は
こ
の
年
。
天
田
橋
 
 

＿
ヽ
T
 
 

・
は
鼻
ぎ
6
0
メ
ー
ト
ル
で
総
工
費
1
億
5
0
 
 
 

0
万
円
を
か
け
て
完
成
。
老
朽
化
し
た
旧
 
 
 

備
に
代
わ
り
交
通
の
便
宜
が
図
ら
れ
ま
し
 
 
 

た
。
 
 

道
人
口
3
6
カ
所
に
小
看
板
を
設
置
。
町
も
 
 

の
ぼ
り
1
0
0
本
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
2
5
 
 

〇
 

国
道
沿
い
3
カ
所
に
大
看
板
、
各
区
の
林
 
 

．
〕
 
 

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
美
山
消
防
分
遣
 
 

が
取
り
組
ん
だ
広
報
活
動
と
し
て
は
、
 
 

年
相
次
い
だ
山
火
事
の
教
訓
を
受
 
 

l ＿」■  

1
月
㊧
一
成
人
式
 
新
成
人
1
0
8
人
 
 

3
月
空
「
美
山
の
文
化
を
愛
す
る
会
」
が
文
芸
誌
「
で
 
 

ん
ぼ
ろ
」
発
刊
 
 

⑯
■
都
市
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
予
選
で
男
子
美
山
 
 

ク
ラ
ブ
優
勝
 
 

4
月
竺
羽
生
保
育
所
落
成
式
 
 

5
月
里
西
天
田
と
東
天
田
を
結
ぶ
天
田
橋
完
成
 
 

里
下
宇
坂
小
学
校
に
健
児
の
像
完
成
 
 

華
美
山
地
区
消
防
総
合
演
習
 
 

6
月
空
第
1
回
県
休
出
場
予
選
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 
 

開
催
 
 

邸
河
内
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
 
 

8
月
瑚
美
山
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
完
成
 
 

⑫
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
実
習
会
を
開
催
 
 

1
0
月
彊
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
（
7
3
0
万
円
）
購
入
 
 

1
1
月
㊨
第
1
同
町
健
康
づ
く
り
の
集
い
 
 

や
美
山
町
結
婚
相
談
所
を
開
設
 
 

庵
仁
位
、
佐
栗
脊
で
須
恵
器
発
掘
 
 

欒
山
の
馳
酋
 
 
 

苫
涼
む
郵
茫
 
 

●
東
京
サ
ミ
ッ
ト
開
催
 
 

●
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
爆
発
的
な
ブ
ー
 
 
 

ム
 
 

●
国
公
立
大
学
の
共
通
第
一
次
学
力
 
 

試
験
が
初
め
て
実
施
さ
れ
る
 
 

●
東
名
日
本
版
ト
ン
ネ
ル
事
故
 
 
 

苗
莱
涛
軸
浩
 
 

●
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
 
 

●
英
総
選
挙
で
保
守
党
圧
勝
、
サ
ッ
チ
 
 

ャ
ー
、
先
進
国
初
の
女
性
首
相
に
 
 

●
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
 
 
 

舘将掛照・一暦：  

♪関白宣言（さだまさし）  

♪魅せられて（ジュディ・オング）  

★省エネ  

★ウサギ小屋  

★キャリアウーマン   
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一
天
田
橋
完
成
 
 

県
道
西
河
原
朝
谷
繰
と
東
天
田
区
 
 
 

を
結
ぶ
唯
一
の
橋
で
、
完
成
が
待
た
れ
 
 
 

て
い
た
天
田
橋
が
完
成
し
た
。
 
 

下
宇
坂
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
 
 

る
健
児
の
傾
が
完
成
し
た
。
 
 
 

市
波
出
身
で
東
京
在
住
の
岩
丸
弥
 
 

市
民
の
寄
付
金
で
建
造
さ
れ
た
。
 
 

下
宇
坂
小
学
校
に
 
 

健
児
の
像
が
完
成
 
 

初
め
て
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
実
習
会
 
 

福
井
市
在
住
の
門
長
生
氏
（
南
野
津
一
 
 

文
出
身
）
か
ら
老
人
の
体
力
増
進
に
役
 
 

立
て
て
欲
し
い
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
1
0
セ
ッ
 
 

ト
分
が
町
を
通
じ
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
 
 

寄
付
さ
れ
、
贈
呈
式
の
後
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 
■
 
 

の
実
習
会
が
行
わ
れ
た
。
 
 

文
芸
誌
「
で
ん
ぼ
ろ
」
 
 
 

文
化
の
香
り
高
い
町
に
と
昭
和
5
3
年
9
 
 

月
に
発
足
し
た
「
美
山
の
文
化
を
愛
す
る
会
」
 
 

は
、
3
月
文
化
誌
「
で
ん
ぼ
ろ
」
を
発
刊
し
た
。
 
 

写
真
は
第
1
0
号
の
編
集
に
精
を
出
す
当
時
 
 

の
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
。
 
 

河
内
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
 
 

結
成
 
 

「
我
が
家
・
我
が
地
区
の
防
火
は
私
 
 

た
ち
に
お
ま
か
せ
」
と
6
月
に
河
内
 
 

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。
 
 

県
休
出
場
予
選
 
 

ソ
フ
ト
ボ
竜
ル
大
会
開
催
 
 

町
体
育
協
会
主
催
第
1
同
県
体
 
 

予
選
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
6
月
 
 

1
7
日
、
美
山
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
 
 

さ
れ
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
 
 

れ
た
。
 
 
 

結
果
は
S
・
K
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
、
 
 

出
場
権
を
獲
得
し
た
。
 
 
 

羽
生
保
育
所
落
成
 
 
 

羽
生
小
学
校
校
舎
の
一
部
を
利
用
 
 

し
て
開
所
し
て
い
た
羽
生
保
育
所
が
、
 
 

保
育
室
の
ほ
か
、
浴
室
や
午
睡
室
な
ど
 
 

を
備
え
た
独
立
建
物
と
し
て
完
成
し
、
 
 

真
新
し
い
広
い
遊
戯
室
で
は
園
児
た
ち
 
 

が
の
び
の
び
走
り
回
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
 
 



下
字
坂
・
上
宇
坂
両
地
区
に
完
成
し
、
難
 
 

視
聴
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
任
期
 
 

満
了
に
伴
う
川
月
の
町
長
選
挙
で
は
、
現
 
 

職
の
上
都
民
が
無
投
票
で
三
選
を
果
た
し
 
 

ま
し
た
。
 
 

珊   

た
住
民
待
望
の
民
放
テ
レ
ビ
局
 
（
福
井
 
 

民
に
よ
る
反
対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
 
 

町
は
一
貫
し
て
反
対
の
立
場
を
と
る
 
 

に
な
り
ま
し
た
。
 
 

対
 
 

福
井
テ
レ
ビ
）
 
の
地
元
中
継
局
が
、
 
 

」
を
決
議
、
そ
の
後
も
地
元
団
体
 
 

考
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
3
0
年
 
 
 

を
発
す
る
足
羽
川
ダ
ム
間
題
の
経
 
 
 

昭
和
4
5
年
に
町
議
会
が
「
ダ
ム
建
 
 

の
定
例
議
会
に
示
さ
れ
た
 
「
ダ
 
 

建
設
絶
対
反
対
」
 
の
決
議
案
は
、
 
 

がダ  

ら  

ぎ  
＝  

ム
建
設
反
 
 

決
議
 
 

J姻 （昭和55年）  

11  1．0  
月  月  7   6  4  3 2 1  

月 月 月  
●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

＋  

ー
 
 

■
成
人
式
 
新
成
人
1
0
8
人
 
 

上
味
見
小
学
校
校
舎
改
築
落
成
 
 

足
羽
川
ダ
ム
建
設
反
対
を
町
議
会
が
決
議
 
 

町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
王
催
 
町
民
フ
ォ
ー
 
 

ク
ダ
ン
ス
大
会
開
催
 
 

歌
手
の
郷
ひ
ろ
み
が
芦
見
小
学
校
入
学
式
に
 
 

来
訪
 
 
 

町
史
編
集
執
筆
委
員
会
発
足
 
 

下
味
見
地
区
住
民
セ
ン
タ
1
の
第
1
回
婦
人
 
 

学
級
開
催
 
 

町
内
初
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
 
 

羽
生
住
民
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 

下
味
見
小
学
校
に
「
み
ど
り
の
少
年
隊
」
結
一
成
 
 

民
放
テ
レ
ビ
局
の
下
宇
坂
、
上
宇
坂
地
区
中
 
 

継
局
完
成
 
 

町
長
選
 
上
都
踊
左
工
門
氏
無
投
票
で
三
選
 
 

国
勢
調
査
で
1
4
5
4
世
帯
、
人
口
6
1
2
6
人
 
 

町
社
協
内
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
新
設
 
 r 

■ユーーーーーーーーー‾一⊥」ニー▲－一芸■一一一一ユー止完昌‾－j一■j■i■品■i叫＝ごこ≒■h■・・・・・・・－－－－■－■・－「－一－一丁－－－－－－－－－■－－■－－一丁rキー一一－－－                                                                                              ＿＿ ‾ ＿r‘＝．■■＝ナ｝‾ ＿＿  

［ 
日 

エ 
ス 本の 

動き 

］  
。米 クワ五 

、日本、 
輪に 

日  不 

西 参 

独 
、  

加 
決   

流行歌。ワ岨ド  

♪ランナウェイ（シャネルズ）  

♪哀愁でいと（田原便彦）  

♪雨の慕情（八代亜紀）  

★赤信号、みんなで渡ればこわくない  

★なうい  
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∵
 
 

4
月
1
日
、
芦
見
小
学
校
の
入
学
式
に
、
 
 

人
気
歌
手
の
郷
ひ
ろ
み
さ
ん
が
ひ
ょ
っ
こ
 
 

り
顔
を
見
せ
、
式
に
花
を
添
え
た
。
テ
レ
ビ
 
 

放
送
の
録
画
撮
り
と
新
入
生
の
お
祝
い
 
 

を
兼
ね
て
や
っ
て
き
た
郷
さ
ん
は
、
式
後
 
 

は
教
室
に
入
り
、
持
ち
歌
を
披
露
し
た
あ
 
 

と
、
み
ん
な
と
一
緒
に
童
謡
を
合
唱
し
た
 
 

り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
 
 

上
味
見
小
学
校
校
舎
が
 
 

改
築
落
成
 
 
 

上
味
見
小
学
校
校
舎
が
、
 
 

昭
和
2
6
年
に
木
造
瓦
ぶ
き
2
 
 

階
建
と
し
て
建
築
さ
れ
た
旧
 
 

校
舎
に
代
わ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
 
 

リ
ー
ト
2
階
建
て
の
新
校
舎
 
 

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
 
 

芦
見
小
学
校
 
 

入
学
式
に
 
 

郷
ひ
ろ
み
来
校
 
 

［
安
ら
ぎ
］
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

縄
な
い
伝
授
 
 
 

町
老
人
会
下
宇
坂
 
 

地
区
の
3
ク
ラ
ブ
帽
名
 
 

が
先
生
と
な
り
、
下
宇
 
 

坂
小
学
校
の
児
童
に
縄
 
 

な
い
実
習
会
が
行
わ
れ
 
 

た
。
 
 
 

児
童
ら
は
、
最
初
は
 
 

寄
り
か
ら
ほ
め
ら
れ
、
満
 
 

足
気
だ
っ
た
。
 
 

失
敗
ば
か
り
だ
っ
 
 

3
0
分
も
す
る
と
、
お
 
 

羽
生
住
民
セ
ン
タ
ー
が
落
成
 
 
 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
 
 

羽
生
地
区
に
お
け
る
本
格
的
な
コ
ミ
ュ
 
 

ニ
テ
ィ
ー
施
設
「
羽
生
住
民
セ
ン
タ
ー
」
 
 

が
完
成
し
た
。
 
 臼田回トピックス  

下
味
見
小
学
校
に
 
 

み
ど
り
の
少
年
隊
結
成
 
 
 

町
面
積
の
9
0
％
以
上
が
山
林
で
、
そ
の
緑
 
 

を
守
り
育
て
よ
う
と
、
み
ど
り
の
少
年
隊
が
 
 

下
味
見
小
の
児
童
2
6
名
で
結
成
さ
れ
た
。
 
 

こ≡  
l  l  l  l  

・町内甲甲十ボ「ル翠を開嘩   
廊天に恵まれた琴山盟主堂蓋  

≡て＿  
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「
 
前
年
暮
れ
に
「
雪
害
対
策
本
部
」
を
、
年
 
 
 

明
け
6
日
に
は
「
豪
雪
対
策
本
部
」
に
切
 
 
 

り
替
え
、
道
路
交
通
の
確
保
を
最
重
点
に
 
 
 

懸
命
な
復
旧
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
様
な
中
で
千
乗
に
住
む
大
学
生
が
2
4
 
 
 

日
間
に
わ
た
り
1
人
暮
ら
し
の
老
人
宅
を
 
 
 

中
心
に
除
雪
を
続
け
た
ほ
か
、
各
方
面
か
 
 
 

ら
温
か
い
善
意
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
住
民
 
 
 

を
元
気
づ
け
ま
し
た
。
 
 

闘
 
 

皐
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
町
で
は
 
 

は
、
三
八
豪
雪
を
し
の
ぐ
豪
雪
と
 
 

轟
山
町
で
も
、
集
落
の
孤
立
、
道
 
 

マ
ヒ
、
杉
な
ど
の
折
損
・
倒
木
な
 
 

未
か
ら
年
始
に
か
け
て
の
ド
カ
雪
 
 

1
 
「
一
■
 
■
一
 
 
 

●
第
1
回
美
山
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
 
 

‖
月
●
町
レ
ク
リ
工
－
シ
ョ
ン
協
会
が
全
国
表
彰
を
受
 
 

け
る
 
 

1
月
●
五
六
豪
雪
で
集
落
の
孤
立
な
ど
大
き
な
被
害
 
 

2
月
●
町
議
会
議
員
選
挙
 
 

●
■
日
本
消
防
協
会
か
ら
河
内
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
 
 

ヘ
可
搬
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
1
台
を
贈
呈
 
 

3
月
●
成
人
式
 
新
成
人
1
2
9
人
 
 

●
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
1
設
置
が
決
定
 
 
 

●
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
老
人
福
祉
大
会
 
 

●
老
人
福
祉
大
学
開
講
 
 

5
月
●
西
中
連
跡
よ
り
縄
文
式
土
器
軒
畢
数
出
土
 
 
 

●
小
字
坂
と
小
字
坂
島
を
結
ぷ
小
字
坂
橋
完
成
 
 
 

●
「
越
美
北
線
に
乗
る
運
動
を
進
め
る
会
」
設
立
 
 

6
月
‥
H
 
続
の
「
バ
 
 

ズ
に
乗
る
運
動
」
を
実
施
 
 

8
月
●
国
道
1
5
8
号
線
の
第
二
次
改
築
事
業
促
進
 
 

簡
決
起
大
会
開
催
 
 

●
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
障
害
者
レ
ク
「
ハ
 
 
 

ン
ド
ア
ン
ド
ハ
ー
ト
」
開
催
 
 

●
下
宇
坂
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 

●
軒
河
原
区
願
人
坊
踊
り
錮
年
ぶ
り
に
復
活
 
 

■  

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
世
界
初
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
コ
ロ
 
 

ン
ビ
ア
の
打
ち
上
げ
成
功
 
 

●
英
国
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
が
ダ
イ
 
 

ア
ナ
嬢
と
挙
式
 
 

●
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
戒
厳
令
 
 

●
ロ
ッ
キ
ー
ド
裁
判
 
 

●
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
一
 
 
 

初
来
日
 
 

●
敦
賀
原
発
放
射
能
漏
れ
 
 

●
北
炭
夕
張
ガ
ス
突
出
事
故
 
 

●
福
井
謙
一
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
開
催
 
 

流行歌・ワード  

♪ルビーの指輪（寺尾聴）  

♪もしもピアノが弾けたなら（西田敏行）  

★ハチのひと刺し  

★ウッソー、ホントー、カワユーイ  

★クリスタル族  

66  



町
教
育
委
員
会
は
4
、
5
月
に
西
中
遺
 
 

跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
約
4
0
0
0
年
 
 

前
の
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
を
発
掘
し
た
。
 
 

「
バ
ス
に
乗
る
運
動
」
 
 

実
施
 
 
 

昭
和
5
5
年
の
地
方
バ
ス
 
 

路
線
維
持
補
助
制
度
の
改
 
 

正
で
美
山
線
（
皿
谷
～
河
 
 

内
間
）
が
廃
線
の
危
機
に
 
 

直
面
し
た
こ
と
に
よ
り
、
チ
 
 

ラ
シ
や
立
看
板
を
作
製
し
 
 

て
「
バ
ス
に
乗
る
運
動
」
を
 
 

実
施
し
た
。
 
 

西
中
遺
跡
よ
り
 
 

縄
文
式
土
器
が
出
土
 
 

［
安
ら
ぎ
］
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

下
宇
坂
地
区
に
 
 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 
 

下
宇
坂
地
区
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が
 
 

完
成
。
「
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
農
村
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
」
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
 
 田田回トピックス   

小
字
板
橋
が
完
成
 
 
 

町
道
橋
と
し
て
は
最
も
規
模
の
 
 

大
き
い
も
の
で
、
こ
の
橋
の
新
設
に
よ
 
 

っ
て
小
字
坂
～
蔵
作
間
は
約
3
4
0
 
 

m
短
縮
さ
れ
た
。
 
 

障
害
者
レ
ク
を
開
催
 
 
 

国
際
障
害
者
年
1
年
目
の
こ
の
年
、
町
 
 

レ
ク
リ
工
－
シ
ョ
ン
協
会
が
町
の
協
力
を
得
 
 

て
障
害
者
レ
ク
を
行
っ
た
。
「
美
山
荘
」
の
 
 

荘
生
7
5
人
と
在
宅
障
害
者
3
0
人
、
そ
し
て
 
 

青
年
団
、
婦
人
会
な
ど
総
勢
2
0
0
人
が
 
 

参
加
し
た
。
ま
た
町
レ
ク
協
会
は
‖
月
、
日
 
 

頃
の
活
動
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
日
本
レ
ク
 
 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
よ
り
全
国
表
彰
を
受
け
 
 

た
。
 
 

願人坊踊り  

34年ぶりに復活   

伝統芸能願人坊踊りが、西河原区の願  
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■・ll▲ ■・■ ■■ －－ － － － － － － － ■－一一 ■一 －■－ －－ － － 

■  

の連続と振りの細かさが特長。  
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■
■
 
 

正行寺  
聖徳太子像  

ま
し
た
。
第
1
号
は
、
八
幡
神
社
（
東
俣
・
 
南
西
俣
）
 
の
阿
弥
陀
如
来
像
で
、
藤
原
時
 
 

代
の
彫
刻
の
特
徴
が
色
濃
く
残
さ
れ
、
学
 
 

術
的
に
も
価
値
が
高
い
文
化
財
で
す
。
第
 
 

2
号
は
鎌
倉
時
代
の
面
影
の
あ
る
正
行
寺
 
 

（
西
天
田
）
 
の
聖
徳
太
子
立
像
で
す
。
 
 
 

町
の
施
設
整
備
と
し
て
は
、
羽
生
小
学
 
 

枚
・
幼
稚
園
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
ま
た
 
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
。
 
 

五
六
豪
雪
の
被
害
で
休
村
し
て
い
た
赤
谷
 
 

キ
ャ
ン
プ
場
も
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
 
 
 

西
中
区
で
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
を
発
見
。
 
 

の
年
、
2
点
の
有
形
文
化
財
を
指
定
し
 
 

文
化
財
備
礫
委
員
会
鹿
己
れ
思
せ
 
 

の
神
社
、
轟
㊥
彗
に
基
ぜ
垂
、
 
 

の
指
定
 
 

＝  

1
月
●
成
人
式
 
新
成
人
8
3
人
 
 
 

3
月
●
羽
生
小
学
校
校
舎
改
築
落
成
・
羽
生
幼
稚
 
 

園
園
舎
落
成
 
 
 

4
月
●
林
業
整
備
事
業
に
着
手
 
 
 

5
月
●
民
間
テ
レ
ビ
放
送
の
羽
生
中
継
局
開
設
 
 
 

●
町
文
化
財
保
護
委
員
会
が
初
の
有
形
文
化
財
 
 
 

定
 
 

6
月
．
谷
キ
ャ
ン
プ
場
再
開
 
 

8
月
●
国
道
1
5
8
号
線
第
二
次
改
築
 
早
期
完
成
 
 

総
決
起
大
会
開
催
 
 

●
若
山
線
バ
ス
を
利
用
し
て
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
 
 
 

1
0
月
●
第
2
回
美
山
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 
 

1
1
月
・
許
1
回
町
壮
年
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
 
 
 

1
2
月
●
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催
 
 

（昭和57年）  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
東
北
、
上
越
新
幹
線
開
通
 
 

●
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
 
 

●
日
航
機
逆
噴
射
墜
落
 
 

●
中
曽
根
康
弘
内
閣
成
立
 
 

●
老
人
保
健
法
公
布
、
7
0
歳
以
上
の
 
 
 

医
療
無
料
制
廃
止
 
 

●
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
登
場
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
戦
争
 
 

●
モ
ナ
コ
公
国
の
グ
レ
ー
ス
王
妃
事
故
 
 
 

死
 
 

●
国
際
捕
鯨
委
員
会
総
会
で
商
業
捕
 
 

鯨
全
面
禁
止
決
定
 
 
 

流行歌。ワ臍ド  

♪待つわ（あみん）  

♪赤いスイートピー（松田聖子）  

★おいしい生活  

★ネアカとネクラ   
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羽
生
幼
稚
 
 
 

羽
生
小
学
校
・
 
 
3
0
年
来
の
木
造
校
舎
の
老
朽
化
に
よ
り
新
築
し
て
い
た
 
 

羽
生
小
学
校
・
羽
生
幼
稚
園
が
完
成
。
子
ど
も
た
ち
は
真
 
 

新
し
い
教
室
で
新
学
期
を
迎
え
た
。
 
 

横
寺
で
露
轟
藻
寮
び
 
 
 

冬
の
風
物
詩
左
義
長
祭
り
 
が
境
寺
 

で
行
わ
れ
、
区
民
ら
が
 
 

竹
に
さ
し
た
〝
も
ち
“
を
焼
き
、
 
 

無
病
息
災
を
願
っ
た
。
昭
和
 
 

5
3
年
か
ら
始
ま
り
ち
ょ
う
ど
 
 

5
回
目
の
祭
り
の
様
子
。
 
 

「
安
ら
ぎ
一
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

畢
語
草
ヤ
ン
プ
甥
が
畢
ひ
弼
軒
 
 
 

五
六
豪
雪
に
よ
り
管
理
棟
の
倒
壊
、
 
 

赤
谷
ま
で
の
道
路
の
決
壊
の
た
め
休
村
 
 

し
て
い
た
赤
谷
キ
ャ
ン
プ
場
が
、
管
理
棟
 
 

な
ど
の
整
備
充
実
を
行
っ
て
2
年
ぶ
り
 
 

に
開
村
し
た
。
 
 

蓉
脚
管
重
曹
骨
廣
・
■
 
 
 

町
レ
ク
リ
工
－
シ
ョ
ン
協
会
が
、
「
見
 
 

直
そ
う
美
し
い
自
然
と
ふ
る
さ
と
」
 
 

を
テ
ー
マ
に
中
手
区
か
ら
南
西
俣
 
 

区
の
猫
坂
峠
を
越
え
、
大
宮
区
ま
で
 
 

の
約
1
0
k
m
の
コ
ー
ス
で
親
子
ハ
イ
キ
 
 

秋
空
の
も
と
開
催
さ
れ
た
町
健
 
 

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
小
学
生
か
ら
 
 

睾
2
璽
秦
・
望
慧
慧
雲
量
電
；
妄
壷
 
 

ン
グ
を
行
っ
た
。
”
バ
ス
に
乗
る
運
動
“
 
 

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
朝
谷
区
か
ら
中
 
 

辛
区
ま
で
は
京
福
バ
ス
美
山
線
を
 
 

利
用
し
た
。
 
 

8
2
歳
の
お
年
寄
り
ま
で
の
1
2
0
 
 

人
が
健
脚
を
競
っ
た
。
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－
1
、
 
 

一
l
一
1
－
－
－
 
 

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
翌
年
の
町
総
合
振
興
計
画
策
走
を
 
 

前
に
、
1
2
月
に
は
町
民
を
対
象
に
研
究
会
、
 
 

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
 
 

■
の
一
冬
す
。
7
月
2
5
日
の
落
成
式
に
は
カ
 
 

ボ
ウ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
招
 
 

民
の
福
祉
向
上
の
面
で
も
大
き
な
効
果
 
 

日
館
）
 
が
完
成
し
8
月
1
日
に
オ
ー
 
 

し
ま
し
た
。
一
般
の
町
民
が
終
日
利
 
 

模
範
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
冬
期
 
 

で
屋
外
の
施
設
を
利
用
で
き
な
い
 
 

る
体
育
施
設
と
し
て
は
初
め
て
の
 
 

工
費
3
億
4
0
0
0
万
円
を
か
け
 
 

た
町
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 
 

・
・
∵
‥
」
 
∴
、
・
：
∵
．
∴
∴
‥
 
 
 

l 1  

ノタ＆ヲ  
（昭和58年）  

12  10 8  
月  月 月  

＋  

㊥
七
味
見
民
話
ク
ラ
ブ
「
民
話
を
聞
く
会
」
開
 
 

4
月
⑳
林
業
総
合
整
備
事
業
に
着
手
 
 
 

7
月
㊥
美
山
町
ト
レ
l
T
／
グ
セ
ン
タ
ー
落
成
式
で
力
 
 

2 月  

1
月
⑳
式
新
成
人
9
3
人
 
 

串
第
5
回
下
宇
坂
地
区
文
化
祭
 
 

㌧
 
 

⑳
町
主
催
「
手
づ
く
り
の
町
づ
く
り
」
講
演
会
開
 
 

【
 
 
 

催
 
 

㊥
 
 

しヽ  でこ・  

美一美一合「ネ  若
人
保
健
制
度
ス
タ
■
卜
 
 

町
総
合
振
興
計
画
の
棉
討
委
員
会
」
発
足
 
 

＋   

ボ
ウ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
模
範
試
 
 

山 山  
中
学
校
で
総
合
教
育
研
究
発
表
会
 
 

丁
／
グ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
 
 
 

冒
京
毎
琴
芝
 
 

●
田
中
元
首
相
に
懲
役
4
年
の
実
刑
 
 
 

判
決
 
 

●
日
本
海
中
部
地
震
 
 

●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
 
 

●
お
し
ん
ブ
ー
ム
 
 
 

門
世
界
鵜
誹
謹
］
 
 

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
野
党
指
導
者
ペ
ニ
グ
 
 

ノ
・
ア
キ
ノ
元
上
院
議
員
暗
殺
さ
れ
 
 
 

る
 
 

●
大
韓
航
空
機
が
ソ
連
空
軍
機
に
撃
 
 

墜
さ
れ
る
 
 

●
エ
イ
ズ
問
題
化
 
 

潮音語さ〉ちプ；r・－脛  

♪矢切りの渡し（細川たかし）  

♪さざんかの宿（大川栄策）  

★軽薄短小  

★不沈空母  

★フォーカス現象  

★ワープロ   
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ゆ
た
棋
の
暗
間
に
 
 

㌦
 
‥
．
∴
‥
．
 
 

．
 
 

美
山
中
学
校
で
は
、
 
 

ゆ
と
り
の
時
間
に
郷
 
 

土
探
求
活
動
と
し
て
、
 
 

旭
亮
弘
（
朝
谷
区
）
画
 
 

伯
の
遺
作
を
調
査
し
た
。
 
 

盤
の
野
仰
衆
番
場
る
運
動
 
 

〝
福
祉
施
設
へ
善
意
の
味
覚
を
“
と
‖
月
1
5
日
、
各
集
 

薄
か
ら
害
せ
ら
れ
た
新
鮮
な
野
菜
は
、
町
社
会
福
祉
協
 
 

議
会
、
民
生
委
員
協
議
会
の
手
で
町
出
身
者
が
入
所
し
 
 

て
い
る
施
設
に
贈
り
届
け
ら
れ
た
。
今
年
開
設
さ
れ
た
責
 
 

寿
苑
に
も
愛
の
野
菜
を
届
け
た
。
 
 

耶
総
禽
璃
殿
甜
蘭
院
部
畢
 
 
 

美
山
町
誕
生
3
0
周
年
を
節
目
に
町
民
を
主
体
と
し
 
 

た
町
総
合
振
興
計
画
の
策
定
が
「
手
づ
く
り
の
町
づ
く
 
 

り
」
を
テ
ー
マ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
1
2
月
1
4
日
に
は
一
般
 
 

町
民
を
対
象
に
日
本
ふ
る
さ
と
塾
主
宰
の
萩
原
茂
裕
 
 

氏
を
講
師
に
「
手
づ
く
り
の
町
づ
く
り
」
と
い
う
講
演
会
 
 

を
開
催
し
た
。
 
 

L
安
ら
ぎ
］
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

＿  

鵬⊇止  上
味
見
地
区
の
青
年
団
た
ち
で
結
 
 

成
し
て
い
る
民
話
ク
ラ
ブ
が
、
忘
れ
去
ら
 
 

れ
た
地
元
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
 
 

地
区
の
お
年
寄
り
か
ら
4
年
が
か
り
で
 
 

採
話
し
た
4
0
余
り
の
昔
話
の
中
か
ら
1
 
 

つ
を
民
話
劇
に
、
1
つ
を
紙
芝
居
に
し
て
 
 

紹
介
し
た
。
後
日
、
集
め
ら
れ
た
話
は
民
 
 

詩
集
「
お
だ
ん
ご
話
」
と
し
て
ま
と
め
ら
 
■
 
 

れ
た
。
 
 催  

審蘭トピックス  

自給．自足の   
生活を続けて10年  

－－－一－・－・，・－－i＝－－－－・－－一一一・－・－‾一－－■■一■■‾‾－‾‾■   

生まれは京都で、大阪で暮らしてこ、扇口賀  
＿■－－・・－－－一一・一一－－－一一 －・－－－▲－‾一■・－・一－－－－一一 ■‾■■  

山敏男さんは、仕事で美山町を訪れた嘩、自  
－－：－一丁－rF一←－て＝一一亡－－－一つ1，－1－－－【－†÷－－－・  

然に恵まれたこ 
＿ 

移り住んで自給自足の生活を始めた。唯「  
■■一－・＝一一一・－－－－－・・一－－－－－－－－－・－－－■一一一一－  

のタンパク源は放し飼いで育てている鶏の卵。  

憧れの田舎暮らしを満喫している。  
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 想
で
は
「
誇
り
と
ふ
れ
あ
い
の
町
づ
く
り
」
 
 

な
ど
を
理
念
に
、
町
内
6
地
区
を
「
都
市
 
 

利
用
ゾ
ー
ン
」
な
ど
に
区
分
す
る
一
方
で
、
 
 

全
体
を
一
体
化
し
た
土
地
利
用
を
図
っ
て
 
 
 

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

ま
た
こ
の
年
の
町
長
選
で
は
貴
志
精
義
 
 

氏
が
新
し
い
町
長
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 
 

自
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
基
本
構
 
 

匡
構
想
ま
と
ま
る
 
 

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
福
井
生
 
 

め
 
「
奥
の
院
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
 
 

か
い
個
性
の
あ
る
町
「
美
山
渓
流
郷
」
 
 

世
紀
を
展
望
し
た
給
合
振
興
計
画
 
 

は
、
審
議
会
の
検
討
を
経
て
、
6
 
 

合
振
興
計
画
の
 
 

ち
ぎ
］
 
 

1
月
●
■
成
人
式
 
新
成
人
8
5
人
 
 

●
「
み
や
ま
赤
か
ぶ
ら
生
産
組
合
」
発
足
 
 

●
一
町
総
合
振
興
計
画
審
議
会
発
足
 
 

2
月
●
一
雪
害
対
策
本
部
設
置
 
 

●
■
自
民
党
5
9
年
豪
雪
災
害
対
策
本
部
調
査
団
 
 

と
知
事
ら
が
雪
害
状
況
視
察
 
 

3
月
●
町
議
会
議
員
定
数
2
人
減
の
1
6
人
に
改
正
 
 

4
月
●
蔵
作
と
小
字
坂
島
を
結
ぶ
蔵
向
橋
完
成
式
 
 
 

．
昭
和
3
7
年
5
月
か
ら
走
り
続
け
た
美
山
中
学
 
 

校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
廃
止
 
 
 

。
一
宇
坂
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
い
ち
ょ
う
の
木
」
 
 

を
地
域
住
民
で
移
植
 
 

6
月
・
訂
2
次
町
総
合
振
興
計
画
の
基
本
計
画
策
定
 
 

9
月
・
若
山
町
史
上
下
巻
発
刊
 
 

●
美
山
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
改
修
工
事
・
完
了
 
 

1
0
月
●
第
5
代
町
長
に
貴
志
精
義
氏
 
無
投
票
当
選
 
 

●
第
2
1
回
町
民
体
育
祭
、
新
装
の
美
山
中
グ
ラ
 
 

ウ
ン
ド
で
開
催
 
 
 

●
町
民
体
育
祭
に
併
せ
て
青
少
年
健
全
育
成
チ
ャ
 
 

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
開
催
 
 

●
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
 
 
 

‖
月
 

」
開
催
 
 
 

1
2
月
・
美
山
町
商
工
会
館
落
成
 
 

（昭和59年）  

［
日
本
の
動
き
】
 
 

●
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。
 
 
 

メ
ダ
ル
獲
得
最
高
 
 

●
登
山
家
植
村
直
己
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
 
 
 

で
消
息
経
つ
 
 

●
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
発
生
 
 

●
長
野
県
西
部
地
震
 
大
滝
村
で
大
 
 
 

規
模
な
土
砂
災
害
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
射
殺
 
 

●
中
国
と
英
国
と
の
香
港
返
還
に
関
 
 

す
る
合
意
文
書
正
式
調
印
 
 
 

流行歌・ワード  

♪涙のリクエスト（チエツカーズ）  

♪娘よ（芦屋雁之助）  

★怪人21面相  

★ピーターパン症候群  

★くれない族  
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葉
山
中
学
校
の
 
 

ス
タ
ら
ル
バ
ス
廃
止
 
 
 

町
は
、
乗
客
が
減
り
続
け
る
生
活
路
 
 

線
バ
ス
・
美
山
線
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
 
 

4
月
1
0
日
か
ら
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 
 

を
廃
止
し
、
路
線
バ
ス
が
路
線
変
更
と
 
 

ダ
イ
ヤ
改
正
を
も
っ
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
 
 

肩
代
わ
り
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
美
山
 
 

中
学
校
誕
生
か
ら
生
徒
の
足
と
な
っ
て
 
 

き
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
姿
を
消
し
た
。
 
 5

年
を
か
け
て
編
 
 

さ
ん
し
た
町
史
が
発
 
 

刊
。
町
民
の
手
で
編
さ
 
 

ん
す
る
と
い
う
基
本
姿
 
 

勢
で
、
上
都
前
町
長
を
 
 

会
長
に
町
史
編
さ
ん
 
 

委
員
会
と
執
筆
委
員
 
 

会
を
構
成
し
作
成
を
 
 

進
め
よ
う
や
く
発
刊
 
 

の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
 
 

［
安
ら
旦
昭
和
5
0
年
～
昭
和
5
9
年
 
 
 

上
芋
版
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
 
 

∵
／
∵
J
J
‥
・
ソ
・
や
．
事
帝
 
 
 

大
正
4
年
に
植
樹
し
、
上
宇
坂
小
学
 
 

校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
 
 

「
い
ち
ょ
う
の
木
」
が
、
校
舎
の
建
て
替
 
 

え
な
ど
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ほ
ぼ
中
 
 

央
と
な
り
、
障
害
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
 
 

地
区
民
ら
の
善
意
に
よ
り
1
日
が
か
り
 
 

で
校
門
の
近
く
に
移
植
さ
れ
た
。
 
 

酎
最
遠
挙
で
貴
志
精
義
民
が
 
 

無
投
票
で
初
当
選
 
 
 

任
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
挙
で
、
貴
 
 

志
精
義
氏
が
無
投
票
当
選
で
新
町
長
 
 

に
選
出
さ
れ
、
1
0
月
2
9
日
、
本
庁
職
員
 
 

約
6
0
人
が
拍
手
で
出
迎
え
る
中
を
初
 
 

登
庁
。
 
 

第
1
回
「
葉
山
耶
親
子
の
 
 

ふ
れ
あ
い
」
を
開
催
 
 
 

子
供
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
親
と
 
 

子
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
触
れ
 
 

合
い
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
第
1
回
 
 

「
美
山
町
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」
に
た
く
さ
 
 

ん
の
親
子
が
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
 
 

を
過
ご
し
た
。
 
 






